
 

札幌地区高校全道大会予選 

「決勝トーナメント最終日の補助役員の担当に関する申し合わせ」 

札幌バレーボール協会競技部高校部会  

札幌バレーボール協会審判部高校部会  

 

 

 

１ 決勝トーナメント最終日の補助役員は、原則として記録員２名、線審４名、点示員２名とする。 

 

 

２ １チームで行う場合は８名、２チームで行う場合は４名ずつを配置する。 

  これ以外に補助役員が必要な場合は、適宜配置する。 

 

 

３ 担当チームは次のとおりとする。 

 （１）１～８位まで順位を決定する場合 

    （高体連支部大会競技・審判上の注意事項を基本とする） 

 

  ・第１試合：第２試合の両チーム     ・第２試合：第１試合の両チーム 

  ・第３試合：第１・２試合の勝ちチーム  ・第４試合：第１・２試合の負けチーム 

  ・第５試合：第６試合の両チーム     ・第６試合：第５試合の両チーム 

 

   ※ 第４試合から第５試合にかけてコートを移動するチームがあるので、 

第５試合は両コートとも試合が終了するまで開始しない。 

 

 （２）１～６位まで順位を決定する場合 

    （高体連支部大会競技・審判上の注意事項に準じる） 

 

  ・第１試合：第２試合の両チーム     ・第２試合：第１試合の両チーム 

  ・第３試合：第１・２試合の勝ちチーム  ・第４試合：第３試合の負けチーム 

  ・第５試合：第３試合の負けチーム    ・第６試合：第５試合の勝ちチーム 

 

 

４ １～３の各項で対応できない状況が生じた場合は、各チームで協力して対応する。 

 

 

５ この申し合わせは、平成２０年１１月１４日より施行する。 


